
平成２４年 ７月１３日発行                           第１０８号 （１） 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

                               

みみななととししみみずず
 清 水 港 湾 事 務 所 広 報 紙  

 
国土交通省中部地方整備局 

清 水 港 湾 事 務 所 
御前崎港事務所/下田港事務所/田子の浦港事務所 

静岡市清水区日の出町７番２号 

TEL.０５４-３５２-４１４６(代表)

http://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp

発  行 

平成 2４年 5 月 26 日（土）、２７日（日）に清水港日の出

地区の清水マリンターミナルで「清水港フラワーショー＆インポ

ートバザール２０１２」が開催されました。 

 このイベントは、花や園芸資材の展示・販売、幼稚園児の絵画

展示、フラワー教室などのほか、海外からの輸入商品を扱うブー

スなども並び“清水港の貿易振興”が目的の一つとなっています。

 当日は当事務所も防災パネルの展示やパンフレットの配布な

どを通じて国出先機関の紹介を行いました。また今回は「液状化

現象」を理解する模型“エッキー”に、「過剰間隙水圧」を理解

する模型“浮沈子”を加えて説明を行ったところ、来場された方々

より「面白い」「よく分かる」など、多数のお声を頂くことも出

来ました。 

 当事務所は、これからも引き続き地域の皆様のために、より良

い港湾行政に取り組んで参る所存ですので、宜しくお願い致しま

す。 

平成 2４年６月１３日（水）～１６日（土）に、モンゴル・ド

ルノゴビ県のビジネス交流団 20 名が来日し、静岡県の経済関係

者との意見交換会や企業視察が行われました。清水港には 2 日目

に訪れて下さり、静岡県港内巡視艇「ひので」と当事務所港湾業

務艇「まさき」の 2 艇に分乗・視察されました。 

 “海のない国”からの訪問と言うこともあり、乗船前から下船

まで、全員のテンションが終始高かったのが印象的でした。航行

中も甲板上を盛んに動かれるので安全面ではとても気を遣いま

したが、コンテナ荷役を目の当たりにした途端、全員がビデオや

写真に納めていたあたりは「さすが商工関係の方々だ」と感心し

ました。 

後日「皆大変喜んでいた」との報告を頂きました。当事務所も

御協力出来て嬉しい限りです。これからも静岡県の友好提携が経

済的にも深く結びつき、益々発展する事を祈念しております。 
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清水港湾事務所 企画調整課
 
 

白崎・高木℡ 054－352－4148
 

 

ご意見ご感想をお寄せ下さい。
 

shimizukouwan@pa.cbr.mlit.go.jp

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆携帯電話・ＰＨＳからもご利用できます☆ 

･海やみなとの利用に関すること 

・総合的な学習時間に関すること 

・みなとの構想や計画に関すること

・海洋土木技術に関すること 

・みなとの防災に関すること 
 

その他、海とみなとに関することは 

何でもお問い合わせください 
受付時間：９時３０分～１２時、１３時～１７時 (土･日､祝祭日は除く) 

全国共通フリーダイヤル  ○Ｒ

おーいに    よくなれ  みなと  

 

 

 

 

～所長のひと言～ 
清水港湾事務所長 佐々木 純 

 平成 2４年６月１９（火）～２０日（水）に、「大都市道路整

備促進協議会」が開かれました。この協議会は、全政令指定都市

の道路部局が一堂に会する全国会議です。幹事は毎年“持ち回り”

で、「静岡市（合併後）の開催は初めて。」とのことでした。

 清水港には 2 日目に来られました。当日は季節外れの“台風 4

号”が通過した翌日だったため、海上工事は当然“休止”でした

が、皆様は「台風が通過しても、工事が出来ないとは初めて知っ

た。」と陸上工事との違いに驚いておられました。 

 今回は「ふじのくに戦略物流ビジョン」や「清水港背後のアク

セス道路」などについても要諦を紹介させて頂きましたが、こち

らが思っていた以上に真剣に聞いて下さり、皆様かなり納得され

たようでした。 

もしかすると他の政令指定都市の中から清水港をリスペクト

した強力なライバルが出てくるかも知れません。（３０分程度の

説明でそれは無いか） 

 暖かくなるにつれて、港に人が集まりにぎわう機会が増えてきています。少し前ですが５月１８

～２０日に下田市で行われた第７３回黒船祭に参加させて頂きました。嘉永７年（1854 年）、下田

港にペリー提督率いる米国海軍が日米和親条約により来航し、近代日本の幕開けとなった功績を後

世に伝え、国際親善に貢献するため昭和９年に始まった歴史ある黒船祭。米国海軍と自衛隊の艦船

が沖合に停泊し、港を舞台に壮大な海上花火が打ち上げられ、記念式典では米国大使はじめ日米親

善に関わる方々の参加のもと「トモダチ宣言」が発表され、パレードや各所のイベントなど、みな

とまち下田は活気に満ちていました。 

 地震･津波の脅威は避けられないのが沿岸部のみなとまちですが、港祭りなど人々の賑わいを生み

出す場もまたみなとまちであり、いざという時に備えながら、港の賑わいが地域の活力となること

に些かの変わりも無いと思います。 
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